






















































金 井 敏 行
われわれの話題は,超電導体における対称性の破れと,それに伴って現われる集団励起と,
それらの励起の性質の物理的起因をなるべく明瞭に理解しようとすることである｡こういう問
題をとり上げる動機は倉田･河内氏の修士論文 (1980)にある｡そこで,彼らは強磁性体の磁
化のTc付近でのダイナミクスをスピン波の相関をもとに議論した｡
彼らは,2次の相転移を示すある系のオーダー ･パラメータの動的発展を,適当な熱浴を導
入し,それとの相互作用を通して,議論を進める方法の定式化を行なった｡一般的手順として
は,まず,適当な熱浴を考え,問題の対象となっている系との相互作用の形を決める｡次にこ
の相互作用の形から,注目している物理量の期待値,すなわちオーダー･パラメータについて
の運動方程式をたてる｡
対象としては,ハイゼンベルグ･スピン系が選ばれ,そのオーダー･パラメータ,スピンの
Z成分の期待値,<sz>の運動方程式が導出された｡この試算におけるミソは,相互作用の中
に,強磁性体における集団座標,スピン波の演算子であるS吉を導入し,この集団座標に媒介
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